体制転換期モンゴルの家畜生産をめぐる変化と持続　－都市周辺地域における牧畜定着化と農牧業政策の関係を中心に by 冨田, 敬大


















































ほぼ中央部に位置している。その位置は、北緯 48 度 37 分、東経 103 度 32 分
であり、首都ウランバートルからは北西へ約 300 ｋｍ離れた所にある。この地
域は、世界有数の銅鉱山を擁するオルホン県エルデネト市やボルガン県の県都







ホン郡もその例にもれず、海抜 1078 ～ 2094 ｍの高地にあり、4214k㎡におよ
ぶ広大な領域の三分の一をカラマツ（khar mod）やシラカンバ（khus）など
の針葉樹林が占める。この地域の気温は、各月の平均で最も寒い 1 月の− 20.5
℃から、最も暖かい 7 月の 16.0℃である。年間降雨量は 200 ～ 300 ｍｍ程度し
かないうえに、年較差が大きい。モンゴルには、春（khavar）、夏（zun）、秋
（namar）、冬（o’vol）という四つの季節の明確な区別がある。オルホン郡では、





























































める割合が 10.8％であったのが、57 年にはネグデルが 678、全牧民経営の 34.3
％を占めるようになった（小貫 1993: 231）。さらに、1958 年には、三カ年計画
（1958-60 年）が策定され、今後三年間で個人経営を全面的に協同組合化するこ
とが目標に掲げられた。これにより、ネグデルに加入した牧民の数は、57 年の
34.4％から 58 年の 75.0％へと大きく増加した。そして、59 年の最初の四半期に
はその数が 97.7％に達し、協同組合化が基本的に完了した（上掲書 : 231）。
　1955 年の「ネグデル模範定款」では、牧民がネグデルに所有を移した家畜
の 50％までの登録、返還が可能であり、地域に応じて 100 ～ 150 頭の私有家
畜を所有することが認められていた。しかし、59 年に改正された定款では、














国営農場等が所有する）共有家畜に占める割合も、88 年に 3.3％、89 年に 6.9％、



















































30 第 2 部　論文集 31体制転換期モンゴルの家畜生産をめぐる変化と持続
２．家畜生産をめぐる変化と持続
　続く本節以下では、モンゴルの北部に位置するボルガン県オルホン郡の事例





















これを受けて、当初は地域により 100 ～ 150 頭まで認められていた一家族当た
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ジ・ヤギは 9 ～ 10 月、ウシは 5 ～ 8 月に種付けを行った。その方法は、従来
の種付け法と人工授精法の二つに区別される。前者の場合、例えば、ヒツジ・



































れた。草を刈る 7 ～ 9 月、刈り終えた草を宿営地へと運ぶ 9 ～ 10 月には、郡
や行政区の中心地から労働者を集めて、共同で作業を行った（18）。その際に必
要となる道具・機械および輸送手段はすべてネグデルが提供した。さらに、農




































だが一般的には、ナーダム祭や新学期の準備にお金が必要となる 7 ～ 9 月、冬







オルホン郡では、ウマ 1 頭につきたてがみ 420 ｇ、ウシ 1 頭につき尾 10 ｇ、


























































































1990 年の 55.5 万人から、2006 年の 99.4 万人へと大きく増加している。一方で、
オブスやホブド、ゴビアルタイ、ザブハン、アルハンガイなどの西・中西部諸















































区では、マルチン・バグの人口（全 272 戸）および総家畜頭数（全 81,773 頭）が、



















































































































た。例えば、ウシの乳の値段は、売却する時期によって差があり、6 ～ 9 月に
は１ℓ当たり 300 ～ 500Tg で取引されるが、秋・冬になるとその額が倍近く
にはねあがる。同様の点は馬乳酒についてもあてはまる。地元の人の話による
と、ある世帯では約 30 頭のメスウマから、6 ～ 10 月で約 1500ℓの馬乳酒をつ








較的軽微な地域だと考えられてきた（TseenOidov 2009: 13）。しかし、1999 年
冬から 2002 年は春にかけて三年連続発生した寒害（zud）により、この地域で
は総家畜頭数が 1997 年の水準まで減少した。さらに、2009 ～ 2010 年に起こ










局が 2002 ～ 2003 年に実施した Living Standard Measurement Survey（生活
水準測定）によると、エルデネト市の総人口の 43％もの人びとが貧困状態にあ
るという（Coulombe & Otter 2009: 35-50）。このように、都市に出たところで必
ずしも安定した収入を得られるとは限らず、大半の人びとが苦しい生活を強い
られている。そこで、人びとは牧畜を主要な生計手段とすることで（あるいは















































































































（9）例えば、「ソーシャリズム・トヤ」は、1953 年に 16 人が、ヤギ 1500 頭、


















毛が 1kg 当たり約 350 ～ 400Tg（2010 年）であるのに対して、カシ




20,975 頭（内訳は、①国家調達：14,461 頭、②地域内消費：5984 頭、
③売却・移転：530 頭）から、2000 年の 22,969 頭（内訳は、②地域
















の約 95％に相当する 102 ソーリ 78,072 頭の家畜を、オトルによっ
て（春に一斉計測した体重から）平均 9 ～ 10kg 増やすことを目標
としていた。もちろん、その数値は、家畜種や性別、年齢などに応
じて差があった。具体的に、ウシの場合は、成メス 300kg、三歳オ
ス 230kg、三歳メス 220kg、二歳 140kg となる。ヒツジは混血種と
在来種で差があり、混血種の場合は、去勢オス・成メス 55kg、二
歳 40kg、当歳 30kg となるが、在来種の場合は、去勢オス・成メス
43kg、二歳 35kg、当歳 25kg となる。また、ヤギの場合は、去勢オス・
成メス 33kg、二歳 30kg、当歳 13kg となる。これらの数値はきわめ




には、（メス 15 頭ごとに）腹巻き 3 本、（子ウシ 3 頭ごとに）ボー





（22）例えば、1967 年に郡内で調達されたウシ 7 ソーリ、ヒツジ 8 ソーリ、










（24）家畜の毛刈りが最盛期を迎える 3 ～ 4 月には、全ての牧民たち
が総出で剪毛作業を行った。例えば、ヤギの場合、ヤギを飼育する
牧民一人当たり 50 ～ 60 頭が割り当てられた。また、その他の家畜
種を担当する牧民にも 20 ～ 50 頭が割り当てられた。









404 第 2 部　論文集 40体制転換期モンゴルの家畜生産をめぐる変化と持続
２．上記の場所に移動する時期は別に指示する。
３．前項で定めた地域、または別に指示する時期に違反した場合、大
型家畜 1 頭あたり小型家畜 5 頭の換算で／ヒツジ 1 頭につき一度の











では、外部からやってきた牧民世帯の数が、1990 年代当初の 30 ～
40 戸から、1990 年代半ばに 200 戸を上回るようになった。こうし
たなか、郡議会は、山がちであまり利用されていなかった第二行政







31 戸のうち 17 戸）が、冬から春にかけて同じ宿営地を利用している。




（32）第五行政区では、全世帯 294 戸のうち 98 戸が牧畜業に従事して
いる。ただし、その多く（74 戸）が他地域で暮らしており、定住地
で家畜飼育を行っている世帯は 24 戸と少ない（2008 年時点）。
（33）具体的に、第二行政区では、調査を実施した全 83 戸のうち 54 戸が、
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